
back upback upback upback upback upback up

　日頃より機関誌「商工会やまなし」をご愛読いただきましてありがとうご

ざいます。本機関誌も昭和４１年の創刊号より５３年の間、商工会員に向け

ての情報発信に努め、今号をもちまして３００号という節目を迎えました。

３００号の記念特集として、創刊号から節目となった各発刊号の紙面を紹介

します。また、平成での発行も今回で最終号となり、次号から新元号での発

行となります。巻末には３１年間の「平成」という時代を振り返り、地域の商

工業の発展に尽力されてきた思いを商工会長、協力支援機関、職員の皆様か

ら寄稿してもらい、記念特集とさせていただきました。            　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細記事は８ページに記載）

多くの皆様に支えられ、会員と商工会を繋ぐ一端を担い続けて５３年

機関紙「商工会やまなし」は、地域で頑張る経営者の
皆様を応援していきます

back upback upback up
一人ひとりの経営力の向上をバックアップします
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平成３０年度臨時総会開催
いっぴんやまなしコーナー
経営支援等先進的事例発表会
最低賃金の改定
農商工連携マッチングフェア
講演会開催／壮青年部の設立
一歩夢向うへ・㈱ウィルマート
商工会 TOPICS
協会けんぽ・甲府地方法務局からの
お知らせ・看板のルールの変更
人のうごき
記念企画・平成という時代を振り返って
　　　　　・平成の商工会活動の歩み

創刊３００号  特集号

創刊号 ( 昭和 41年 9 月）

200号 ( 平成 14年 7 月）

100号 ( 昭和 62年 1月）

250号 ( 平成 22年 11 月）

＜主な記事＞

・機関誌単独発行に当って

  （商工会連合会会長　天野　久）

・商工会に若さと実践力を

  －青年部の組織化すすむ－

・婦人部組織化も動き出す

  －小規模事業に占める婦人の位置－

・だれにもわかる複式簿記

・商工会行事あんない

＜主な記事＞

・峡西、峡南南部 2地域が合併協

　議会を設置

・創刊 200 号記念特集

・中心市街地活性化への取り組み

・エキスパートアドバイスのおす

　すめ

＜主な記事＞

・法施行 50 周年記念式典・大会

　開催

・全国記念式典・大会開催

・式典表彰受賞者名簿

・知事と商工団体の懇談会

・記念企画　商工会あの日・あの

　時／夢に向かって

＜主な記事＞

・新しい年を迎えて

  （県連会長、知事、全国連会長）

・私の抱負（各商工会長）

・商工会関係予算政府案内示

・街づくりシンポジウム（案内）

創刊創刊
おかげさまで

３００号を迎えました



い
っ
ぴ
ん
や
ま
な
し
コ
ー
ナ
ー
が

「
道
の
駅
み
と
み
」
に
新
設

　

商
工
会
の
会
員
事
業
所
の
特
産
品
を
販
売

す
る
「
い
っ
ぴ
ん
や
ま
な
し
コ
ー
ナ
ー
」
が
新

た
に
道
の
駅
み
と
み
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同

コ
ー
ナ
ー
は
県
内
６
箇
所
目
と
な
り
ま
す
。

「
道
の
駅
み
と
み
」
は
、
西
沢
渓
谷
の
入
口
に
あ

り
、
春
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
新
緑
、
秋
の
紅
葉
と

季
節
ご
と
に
美
し
い
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

道
の
駅
み
と
み

■
営
業
時
間

：

９

：

00
〜
17

：

30
（
12
月
〜

３
月
は
17

：

00

ま
で
）

■
定
休
日

：

火
曜
日

■
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

　

国
道
140
号
線
雁

坂
ト
ン
ネ
ル
料

金
所
か
ら
2
㎞
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検 索

本店（甲府）：〒４００-００３５　山梨県甲府市飯田２-２-１
　　　　　　　　　TEL 055-235-9700
富士吉田支店：〒４０３-０００４　富士吉田市下吉田2-31-14 
　　　　　　　　　　TEL 0555-22-0992

山梨県信用保証協会は、皆さまに支えられ創立７０周年を迎えます。
当協会は新元号元年５月に創立７０周年を迎えます。
これからも、県内中小企業・小規模事業者の総合的な支援機関としての役割を果たすよう
努力してまいります。
今後とも、変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

山梨県信用保証協会 検 索
山梨県信用保証協会

フリーダイヤル 0120-970-260

山梨を支える企業とともに

○巡回訪問による商工会と県連の連携強化

○経営発達支援計画の認定推進

○経営発達支援事業の実行支援

○商工会員の販路開拓支援

○各種施策を活用した企業力の向上支援

○青年部・女性部の育成支援

○会員数の減少及び組織率の低下への対応

○商工会職員の人材育成のため満足度の高い

　研修を実施

○商工会の組織・体制整備の支援

○伴走型支援体制の整備・拡充

○ＩＴによる支援機能の強化

○事業承継の推進

○商工会員のための共済制度の普及・推進

○組織基盤の強化

○県連の組織改革

○県連財政健全化計画の着実な推進

　

3
月
28
日
、
商
工
会
連
合
会
の
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
や
予
算

な
ど
、
計
６
議
案
を
承
認
決
定
し
た
。

　

中
村
会
長
は
、
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
「
会
員

が
抱
え
る
課
題
は
日
々
多

様
化
し
て
お
り
、
商
工
会

の
果
た
す
役
割
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
商
工
会
は

会
員
の
た
め
に
、
商
工
会

連
合
会
は
商
工
会
の
た
め

に
を
念
頭
に
県
連
中
期
計

画
に
基
づ
く
重
点
目
標
の

達
成
に
向
け
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
」

【平成３１年度　重点項目】

臨時総会では６議案が承認された

挨拶を述べる中村県連会長

Ⅰ  ．  商工会の実施する事業に対する支援策

Ⅲ ． 健全な県連運営に向けた取組み

Ⅱ ． 商工会の組織・体制整備、機能の充実・    

     強化に対する支援

臨時総会

支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
を
図
る

　  

平
成
31
年
度 

予
算
・
事
業
計
画
を
決
定

と
述
べ
た
。
来
年
度
、
県
連
中
期
計
画
の
２

年
目
を
迎
え
、
商
工
会
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
体
制
整
備
を
図
り
、
着
実
な
計
画
実
行

を
推
し
進
め
て
い
く
。
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１
月
25
日
、
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
に
お
い

て
経
営
支
援
先
等
先
進
事
例
発
表
会
を
開

催
し
た
。
こ
の
発
表
会
は
、
商
工
会
職
員

が
日
頃
の
活
動
の
中
か
ら
、
優
れ
た
活
動

事
例
を
発
表
し
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
経

営
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
商
工
会

の
支
援
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、今
回
で
８
回
目
の
開
催
と
な
る
。

　

当
日
は
、
行
政
・
関
係
機
関
・
各
支
援

団
体
な
ど
か
ら
85
人
の
参
加
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　

発
表
内
容
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
の
伊
藤
文
仁
中
小
企
業
診
断

士
が
、
苦
労
し
た
点
な
ど
を
発
表
者
か
ら

引
き
出
し
、
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

解
説
を
行
っ
た
。

優
れ
た
活
動
事
例
を
発
表

小
規
模
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

　
　
　
　
　
　
　

身
延
町
商
工
会

 

経
営
指
導
員

東
条
　
謙
　 

　

　

新
商
品
を
開
発
し
た
い
事
業
所
を
、
事

業
計
画
の
策
定
か
ら
補
助
事
業
の
完
了
ま

で
、
後
継
者
を
中
心
に
実
施
し
た
。
人
気

　
　
　
　
　
　
　

上
野
原
市
商
工
会

 

記
帳
専
任
職
員

志
村
　
幸
子 

　

　

今
回
、
記
帳
専
任
職
員
と
し
て
単
独
で

は
、
初
め
て
の
発
表
者
と
な
る
志
村
さ
ん

は
、『
会
員
の
生
の
声
を
聴
き
た
い
』
と
、

職
員
間
で
連
携
し
て
チ
ー
ム
を
作
り
、
会

員
事
業
所
を
全
て
巡
回
訪
問
し
た
。
伴
走

型
支
援
と
し
て
、
専
門
家
派
遣
１
０
０
回
、

全
国
福
祉
共
済
（
生
命
保
障
）
12
月
ま
で

の
純
増
で
日
本
一
に
な
る
な
ど
成
果
を
上

げ
た
。
女
性
な
ら
で
は
の
五
感
を
活
か
し
、

会
員
事
業
所
に
寄
り
添
っ
た
支
援
内
容

で
、
商
工
会
の
信
頼
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

山
梨
市
商
工
会

 

経
営
指
導
員

小
俣
　
輝
義 

　

　

金
融
相
談
か
ら
始
ま
っ
た
会
員
事
業
所

に
対
し
て
、
中
期
的
な
経
営
改
善
計
画
書

の
策
定
、
経
営
状
況
の
把
握
と
課
題
を
抽

出
し
、
企
業
存
続
の
た
め
の
実
現
可
能
な

取
り
組
み
を
支
援
し
た
。
こ
の
よ
う
な
支

援
を
き
っ
か
け
に
行
っ
た
商
工
会
組
織
内

の
業
務
改
善
策
や
、
協
力
体
制
強
化
の
た

め
に
必
要
な
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
取
り

組
み
事
例
を
発
表
し
た
。
積
極
的
な
巡
回

指
導
を
行
う
こ
と
で
会
員
事
業
所
と
良
好

な
関
係
を
築
き
、
新
た
な
支
援
策
が
広

が
っ
て
い
く
。

後
継
者
と
目
指
す
新
商
品
開
発
と

販
路
開
拓
支
援

伴
走
型
支
援
と
外
部
機
関
の
活
用
に

よ
る
財
務
改
善
と
販
路
拡
大

女
性
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
！

五
感
を
活
か
し
た
経
営
サ
ポ
ー
ト

事
例
発
表
１

事
例
発
表
２

事
例
発
表
３

の
高
か
っ
た
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
の
モ
デ
ル
地
に

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
販
路
開
拓

の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
、
商
品
は
モ
デ
ル

地
を
中
心
と
し
た
店
舗
で
の
限
定
販
売
を

行
う
ま
で
と
な
っ
た
。
今
後
も
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
に
向
け
た
Ｈ
Ｐ
の
更
新
や
、

事
業
継
続
計
画
の
策
定
な
ど
持
続
的
発
展

に
繋
が
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　山梨県最低賃金は、平成30年10月3
日から時間額810円に改定されています。
　また、「山梨県電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造
業最低賃金」は、平成30年12月15日か
ら時間額890円に、「山梨県自動車・同附属
品製造業最低賃金」は、平成31年1月3
日から時間額896円に改定されました。
　詳しくは、山梨労働局賃金室（055-225-
2854）又は最寄りの労働基準監督署にお尋
ねください。

山梨県の最低賃金が改定されました！
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商
工
会
連
合
会
は
１
月
11
日
に
、
ア
ピ

オ
甲
府
に
て
「
新
春
講
演
会
」
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
商
工
会
関
係
者
が
参

加
す
る
中
、
全
国
連
顧
問
の
宮
本
周
司
参

議
院
議
員
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

宮
本
周
司
氏
は
、「
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
た
〜
中
小
・
小

規
模
企
業
の
支
援
施
策
〜
」
を
テ
ー
マ
に

小
規
模
事
業
者
へ
向
け
て
の
国
の
支
援
策

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

　

中
で
も
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

の
制
定
、
小
規
模
支
援
法
（
経
営
改
善
普

及
事
業
）
の
一
部

改
正
、
利
用
者
が

５
１
，
８
７
２
事

業
所
と
な
っ
た
小

規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
の
実
施

へ
の
取
り
組
み
が

挙
げ
ら
れ
た
。
本

講
演
で
は
、
小
規

模
事
業
者
の
価
値

を
認
め
、
こ
れ
か

ら
の
主
役
と
位
置

づ
け
て
支
援
す
る

「
小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
地
域
の
事
業

者
に
チ
ャ

ン
ス
が
生

ま
れ
て
お

り
、
希
望

あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く

り
の
実
現

に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら

れ
た
。

　
　商工会連合会は、壮青年部の設立を目指し、現
在準備を進めている。４月中に設立準備会を開催
し、６月に設立総会を開催する予定で内部組織と
して商工会連合会に置く。
　壮青年部は、若手経営者としての力を発揮し、
事業推進の原動力となることが期待されている。
　現在、賛同者を募集している。申込・問合せは
商工会連合会まで。
【部員資格】
　商工会員（法人にあってはその役員）又はその
親族で、年齢満45歳以上55歳以下の者。男女
は問わない。

６月に壮青年部設立
～賛同者を募集中～

大盛況となった会場 自慢の商品をPRする出展者

こ
れ
か
ら
は
小
規
模
企
業
が
主
役

宮
本
周
司 

参
議
院
議
員（
全
国
連
顧
問
）
が
講
演

　商工会連合会・県内23商工会は、県内の中小企業支援機関や JA等と連携し、1月 23日、アピオ甲府において、
「農商工連携マッチングフェア2019」を開催した。
　本フェアは、販路開拓を目指す事業者への支援として、販路開拓のきっかけ作り、各企業との交流やバイヤー・
消費者のニーズを知る機会として、農林漁業者と中小企業者等の新たな出会いや連携による「新しいビジネス」
の創出を目的に、平成21年度から開催し、今回で10回目を数える。
　県内各地より、商工会や金融機関をはじめとする支援機関等から
推薦のあった生産者や食品製造業など 95社が出展。それぞれ特色
のある自慢の商品を展示・ＰＲし、訪れたバイヤーに熱心に売り込
むなど、各ブースでは積極的な商談が行われた。また出展者同士の
交流も見受けられた。
　特に今回は、会場がアピオ甲府に変更されたことや全国商工会連
合会より森義久会長が視察に訪れる等、フェア運営上、初めてとな
る様々な状況への対応が心配されたが、大きなトラブルもなく、大
盛況のうちに終了することができた。
　出展した企業や団体からは、「山梨県内のリアルなニーズを知り、
今後の生産計画・商品展開の参考になった」、「有意義な出展となっ
たので、来年以降も出展したい」など、嬉しい声が多く聞かれた。

新たな販路の開拓へ「農商工連携マッチングフェア2019」開催

力強いメッセージを送る宮本周司氏

出展の成果

来場の成果

商談が成立した
役に立つ情報が入手できた

34％

役に立つ情報が入手できた
64％

26％

商談が成立した
2％特に成果はなかった

2％

連携先がみつかった

12％

連携先がみつかった

10％

商談や連携先になりそうな
企業がみつかった

28％

商談や連携先になりそうな
企業がみつかった
22％

■フェア開催直後のアンケート結果より



　
「
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し
」
と
の
言
葉
が

あ
る
。
人
は
心
に
思
っ
て
も
、
な
か
な
か
実
際
の

行
動
に
移
す
こ
と
は
難
し
い
。

　

韮
崎
市
商
工
会
員
の
田
中
正
志
さ
ん
は
、こ
ど

も
の
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
N
P
O
法
人
を

設
立
、
ハ
ー
ト
リ
ボ
ン
運
動
を
立
ち
上
げ
、
地
域

か
ら
全
国
へ
と
活
動
を
始
め
た
。

　

田
中
さ
ん
の
本
業
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

や
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
行
う
W
E
B
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
。
も
と
も
と
は
稼
業
で
あ
っ
た
老
舗
料

亭
の
料
理
人
で
あ
っ
た
が
、一
念
発
起
し
て
ま
っ

た
く
畑
違
い
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
「
起
業
家
」

で
も
あ
る
。

　

起
業
か
ら
現
在
ま
で
は
決
し
て
平
坦
な
道
の

り
で
は
な
か
っ
た
が
、
持
ち
前
の
行
動
力
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
中
、
友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
、
国
連

N
G
O
横
浜
国
際
人
権
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る

こ
と
に
な
っ
た
田
中
さ
ん
は
、「
い
じ
め
」
に
悩
む

親
や
こ
ど
も
が

た
く
さ
ん
い
る

こ
と
を
知
り
、

「
誰
か
が
何
と

か
し
な
く
て

は
」
と
の
思
い
か
ら
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　

活
動
は
、
啓
発
と
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
多
く

の
人
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

た
か
ら
だ
。

　

本
業
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
W
E
B
上
で
い

じ
め
相
談
も
行
っ
て
い
る
。
回
答
に
は
丁
寧
に
言

葉
を
選
び
、
必
要
に
応
じ
行
政
機
関
も
情
報
提

供
す
る
な
ど
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。
同
時
に

「
迅
速
」
に
回
答
す
る
こ
と
も
心
掛
け
て
い
る
。
そ

れ
が
相
手
と
の
信
頼
に
繋
が
る
か
ら
だ
。
そ
こ
に

は
経
営
者
と
し
て
培
っ
て
き
た
経
験
も
活
か
さ

れ
て
い
る
。

　

現
在
、
絵
本
作
家
・
塚
本
ユ
ー
ジ
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
「
絵
ポ
エ
ム　

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
し
、
子
供
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

自
分
ら
し
い
ハ
ッ
ピ
ー
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た

い
と
、
い
じ
め
の
あ
っ
た
学
校
を
中
心
に
配
布
す

る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

は
活
動
に
賛
同
を
得
た
企
業
か
ら
の
寄
付
で
作

ら
れ
て
い
る
。

　

ハ
ー
ト
リ
ボ
ン
運
動
の
和
は
徐
々
に
広
が
っ

て
い
る
。
今
後
は
毎
月
10
日
を
「
い
じ
め
ゼ
ロ
の

子
供
た
ち
を
い
じ
め
か
ら
守
ろ
う
！

　
〜
地
域
を
支
え
、
地
域
か
ら
の
挑
戦
〜

　  

㈱
ウ
ィ
ル
マ
ー
ト
　

　
　
代
表
取
締
役
　

田

中

正

志 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韮
崎
市
商
工
会
）

日
」と
し
、
イ

ベ
ン
ト
活
動

な
ど
の
継
続

開
催
に
取
り

組
ん
で
い
く

計
画
だ
。
本
業
の
合

間
を
縫
っ
て
の
活
動

だ
が
、「
苦
し
ん
で
い

る
子
供
た
ち
を
ひ
と

り
で
も
助
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
に
私
達

の
活
動
の
意
味
が
あ
る
」
と
田
中
さ
ん
は
語
る
。

　

地
域
に
根
差
し
事
業
を
行
う
者
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
に
は
と

ど
ま
ら
な
い
。
自
分
達
の
住
む
地
域
の
将
来
を
真

剣
に
考
え
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と

だ
。
自
分
達
の
地
域
は
自
分
達
が
守
る
。
だ
か
ら

こ
そ
地
域
を
支
え
る
商
工
業
者
は
そ
の
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
の
だ
。

　

我
々
が
で
き
る
こ
と
は
、
き
っ
と
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
あ
る
。
田
中
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
そ

う
教
え
て
く
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

㈱ウィルマート
田中正志さん

ハートリボン運動（絵ポエム、日めくりカレンダー）

㈱ウィルマート
〒４０７－００２４
住所：韮崎市本町１－１２－５
電話：０５５１－２３－０６００

「きみのうれしいが　ぼくのう
れしい」がハートリボン運動
のキャッチフレーズ。
誰もが協力できる運動です。
ハートリボン運動への問い合
わせ・協力はこちらから

→

http://heart-ribbon.jp/
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商
工
会
T
O
P
I
C
S

３
商
工
会
が
行
政
、
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
と
の
業
務
連
携
に
取
り
組
む

　

３
月
５
日
、
甲
斐
市
役
所
に
お
い
て
、
甲
斐

市
・
中
央
市
・
昭
和
町
の
各
商
工
会
と
峡
中

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
取

扱
業
務
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
が

な
さ
れ
た
。
協
定
内
容
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
空
家
の
管
理
業
務
を
行
う
に
あ
た

り
、
建
物
の
修
繕
な
ど
専
門
的
な
業
務
に
つ
い

て
、
各
商
工
会
の
建
設
業
グ
ル
ー
プ
が
連
携

し
て
行
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
。
ま
た
商
工
会

か
ら
も
セ
ン
タ
ー
に
高
齢
者
に
向
け
た
業
務

を
紹
介
す
る
な
ど
行
政
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
商
工
会
が
相
互
に
連
携
・
協
力
を
図
っ

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

調
印
後
、商
工
会
を
代
表
し
、中
村
会
長
は
、

「
こ
の
取
り
組
み
か
ら
始
ま
る
連
携
に
よ
り
、

地
方
の
抱
え
る
多
く
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域

な
ら
で
は
の

特
色
あ
る

街
づ
く
り

の
一
端
を
担

う
、
大
き
な

き
っ
か
け
に

な
る
も
の
と

期
待
し
て
い

る
」
と
挨
拶

し
た
。

業務連携に向けた協定締結の様子
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平成３１年３月３１日発行第３００号

平成３１年度 協会けんぽの
健康保険料率等が改定されます

甲府地方法務局からのお知らせ甲府地方法務局からのお知らせ甲府地方法務局からのお知らせ

　　　　　 　　　　　 ～看板のルールが変わりました～～看板のルールが変わりました～～看板のルールが変わりました～

　不動産や会社・法人の登記事項証明書等の取得をする際、利
用者の方へのサービス向上を目的として、次のとおり、御自宅
やオフィスから、オンラインで請求することができる「かんたん
証明書請求」という方法があります。是非御利用ください。

１.請求方法
　⑴「登記・供託オンライン申請システム
　　（http://www.touki-kyoutaku-online.moj.go.jp/）」 へ
　　アクセス（「登記ねっと」で検索）
　⑵申請者情報の登録（初回のみ）
　⑶かんたん証明書請求メニューから必要事項を入力し、送信
　⑷手数料を電子納付（インターネットバンキング又はペイジー
　機能のあるＡＴＭで納付）
２.メリット
　⑴手数料が安い！
　　登記事項証明書の場合、通常１通６００円のところ、郵送
　 で受け取る場合は５００円、法務局の窓口で受け取る場合
　は４８０円になります。
　⑵法務局まで行かなくてもよい！
　　インターネットで請求した証明書が郵送で届きます（郵送
　料は法務局負担）ので、法務局へ行く必要がありません。
　⑶利用時間が長い！
　　平日は、午前８時３０分から午後９時まで利用可能です。

　御不明な点は、甲府地方法務局登記部門（電話０５５－２５２
－７１８６）へお問合せください。

　山梨支部の平成 31年度の健康保険料率については、平
成 29年度における収支差の精算と、平成 31年度の医療
給付費が全国の伸び率を下回る見込みもあることから、
９.９０％へ引き下げとなります。
　しかし、協会けんぽの医療給付費そのものは、右肩上が
りに上昇が続く一方、その伸び率に、賃金の伸び率が追い
つかず、赤字構造の状況が続いております。
　つきましては、加入者の皆様には、生活習慣の見直しや
病気の早期発見、適度な運動など健康の保持・増進に向け
た取り組み、ならびに、医療費の軽減につながるジェネリッ
ク医薬品の選択など、保険料率の上昇を抑えるご協力をお
願い申し上げます。

平成31年２月分まで（３月納付分）

1.57 ％

平成31年３月分から（４月納付分）

1.73 ％

平成31年２月分まで（３月納付分）

9.96 ％

平成31年３月分から（４月納付分）

9.90 ％

介護保険料率
<全国一律>

健康保険料率
<山梨支部（都道府県支部別）> 

○点検結果の保存、報告
　・ 点検結果は、次回点検するまで、または除却するまでの間、
　 保存する必要があります。
　・ 許可が必要な看板は、更新時に「広告物等安全点検報告書」
　により報告する必要があります。
○「山梨県屋外広告物安全点検指針」をご活用ください。
　　安全点検を実施する際に参考となる「山梨県屋外広告物安
　全点検指針（平成 31 年 4月）」を作成しています。点検箇
　所や点検の方法、点検結果の記載例を掲載しています。

看板（屋外広告物）のルールを定めた山梨県屋外広告
物条例が改正され、平成３１年４月から看板の点検を
実施していただくことになります。

○点検結果の保存、報告
　・ 点検結果は、次回点検するまで、または除却するまでの間、

　・ 許可が必要な看板は、更新時に「広告物等安全点検報告書」

○「山梨県屋外広告物安全点検指針」をご活用ください。
　　安全点検を実施する際に参考となる「山梨県屋外広告物安

○点検の対象　　　　　
　すべての看板が対象です。次の看板は対象外ですが、良好な状態に保つ適正な管理は必要です。

　貼紙、貼札、のぼり旗、立看板、車両・船舶等に表示するものなど

○点検の方法・時期
　目視、打診などにより、次の期間内に点検をする必要があります。

　【点検時期】

　許可が必要な看板：許可の有効期間内　　　　

　許可が不要な看板：堅ろうな物は３年以内

　（小規模な自家用看板等）その他の物は２年以内

○有資格者による点検が必要な看板
　【対象看板】看板の上端の高さが地上から４メートルを超えるもの

　【資　　格】・屋外広告士・建築士・山梨県屋外広告物講習会修了者・他の地方公共団体が行う

　　　　　屋外広告物講習会修了者・職業訓練修了者（広告美術科にかかるもの）など

　　　　　 　　　　　 県からのお知らせ

この期間内であればいつ点検を行っても構
いません。他の点検（特殊建築物定期調査
報告など）と併せて行うことが容易です。

山梨県　屋外広告物 で検索ください。➡
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商
工
会
人
事　

人
の
う
ご
き

【
人
事
交
流
】（
四
月
一
日
付
）

（
括
弧
内
は
旧
所
属
）

○
経
営
指
導
員

　

山
梨
市 

坂
倉　
　

稔
（
市
川
三
郷
町
）

　

南
ア
ル
プ
ス
市 

保
坂　

一
也
（
身
延
町
）

　

甲
斐
市 

長
田　
　

貴
（
笛
吹
市
）

　

笛
吹
市 

宮
下
め
ぐ
み
（
山
梨
市
）

 

※
経
営
支
援
員
か
ら
採
用

　

上
野
原
市 

志
村　

公
夫
（
南
都
留
中
部
）

　

甲
州
市 

依
田　

弘
治
（
昭
和
町
）

　

市
川
三
郷
町 
市
川　

高
人
（
昭
和
町
）

　

身
延
町 
石
川　
　

充
（
連
合
会
）

　

南
部
町 

谷
口　
　

誓
（
甲
斐
市
）

　

昭
和
町 

加
賀
美
義
正
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

　

昭
和
町 

山
口　

力
穂
（
上
野
原
市
）

　

南
都
留
中
部 

松
本　
　

聡
（
笛
吹
市
）

　

小
菅
村
／
丹
波
山
村 

小
俣　

輝
義
（
山
梨
市
）

　

 

※
共
同
設
置

　

連
合
会 

佐
々
木
和
範
（
甲
州
市
）

○
補
助
員

　

山
梨
市 

廣
瀬　

八
華
（
甲
斐
市
）

 

※
経
営
支
援
員

　

小
菅
村 

小
俣　

慶
子
（
上
野
原
市
）

【
採
用
】
（
四
月
一
日
付
）

 

上
野
原
市
（
事
務
局
長
）　

　
　

 

石
井　

明
文

 

都
留
市
（
記
帳
専
任
職
員
） 

 

渡
邊　

千
紗

 

山
梨
市
（
記
帳
専
任
職
員
） 

 

河
野　

美
穂

 

南
ア
ル
プ
ス
市
（
記
帳
専
任
職
員
） 

 

清
水　

久
実

 

笛
吹
市
（
記
帳
専
任
職
員
）

　
　

 

切
金　

美
穂

 

甲
州
市
（
記
帳
専
任
職
員
）　

　

 

宮
澤　

千
晶

 

市
川
三
郷
町
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

 

小
林　

祐
貴

 

身
延
町
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

 

木
内
真
奈
美

 

昭
和
町
（
記
帳
専
任
職
員
）　

　

 

依
田　

泰
輔

○
記
帳
専
任
職
員

　

山
梨
市 

有
泉　

千
秋
（
甲
州
市
）

　

南
ア
ル
プ
ス
市 

仙
洞
田
ま
り
子
（
市
川
三
郷
町
）

　

北
杜
市 

箭
本　

友
紀
（
昭
和
町
）

　

甲
斐
市 

花
田　

春
美
（
北
杜
市
）

　

上
野
原
市 

天
野
な
つ
き
（
小
菅
村
）

　

連
合
会 

雨
宮　

千
秋
（
身
延
町
）

○
相
談
員
（
再
雇
用
）

　

韮
崎
市 

小
林　

明
子
（
韮
崎
市
）

　

富
士
川
町 

有
泉
佳
恵
子
（
富
士
川
町
）

　

道
志
村 

山
口　

昌
子
（
道
志
村
）

【
退
職
】 

（
三
月
三
十
一
日
付
）　

　

上
野
原
市 

落
合　

康
文
（
事
務
局
長
）

　

南
部
町 

望
月　

憲
之
（
経
営
指
導
員
）

　

小
菅
村
／
丹
波
山
村 

亀
井　

雄
次
（
経
営
指
導
員
）

　

笛
吹
市 

古
屋　

信
子
（
補
助
員
）

　

富
士
川
町 

有
泉
佳
恵
子
（
補
助
員
）

　

道
志
村 

山
口　

昌
子
（
補
助
員
）

　

山
梨
市 

馬
場　

郁
哉
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

韮
崎
市 

小
林　

明
子
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

南
ア
ル
プ
ス
市　

河
原
﨑
杏
菜
（
記
帳
専
任
職
員
）

　

山
梨
市 

深
澤　

邦
子
（
相
談
員
）

　

甲
斐
市 

柊
澤　

輝
美
（
相
談
員
）

海外での事業を考えている皆様へ海外での事業を考えている皆様へ海外での事業を考えている皆様へ
JICA山梨デスク海外展開相談室のご案内
国際協力機構（JICA）横浜センターは、山梨県内の中小企業の皆様の
海外展開を支援するために、2017年6月より原則毎月第3木曜日に、
山梨県立国際交流センター内（山梨県甲府市飯田2-2-3）で相談室を
開催しております。相談室では、中小企業の海外展開を支援するJICA
のメニューを紹介するセミナー等を開催するとともに、専任の中小企
業海外展開支援担当者が、海外展開に関心を持つ中小企業や中小企業
支援機関の皆様からの個別相談を実施しております（原則予約制）。

ご利用希望の方は、下記までお気軽にご連絡ください。

（JICA横浜センター総務課　中小企業海外展開支援担当）
JICA山梨デスク海外展開相談室
独立行政法人  国際協力機構

電話番号：０４５－６６３－３２５２
Eメール：yictad@jica.go.jp
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～商工会は笑交会～

　商工会の役員に最初になったのは昭和５７年、今から３６年

前、高根大泉商工会の青年部長就任が端緒でした。そして

県商工会青年部連合会の会長を務めることになり、この時

の経験や仲間との出会いがその後の商工会活動の糧となっ

ています。

　商工会の役割は地域の活性化。会員の商工業者と一緒に

悩み、笑い、考え、ゴールを目指して歩み続けること。ま

さに伴走型支援です。小規模事業者にとっては厳しい時代

に違いありませんが知恵を借りたり、集めたりして業態を

改善・改革していくことで笑顔につなげられます。笑顔は

人を、地域を、幸せに導く大きな原動力。笑い交わる地域

にすることが商工会の使命だと思います。

　私と商工会との関わりは、平成４年に県連の嘱託専門指

導員として委嘱されたことが出発で、その後今日に至るま

でまさしく平成の時代と共に企業支援等に係わる各種業等

にアライアンスメンバーとして取り組み、また関係者の皆

様には大変お世話になってきました。

　具体的な事業としては、最初の頃は地域商店の経営相談

や商店街活性化に向けてのポイントカード導入、空き店舗

対策などに関係するケースが多く、その後は地域振興計画

づくりやこの実現化指導、さらに創業に向けてのセミナー

及び相談会、そして最近は事業承継等に関するテーマなど

時代の変遷とともに関与する業務も多様化しています。

　また、現在は県中小企業診断士協会会長としても会員中

小企業診断士と商工会との連携を深め県内中小・小規模事

業者の発展のために力を尽くしていきたいと思っています。

　商工会並びに関係者の皆様には今後とも何卒よろしくお

願い申し上げます。

　平成１５年に丹波山村、小菅村との共同設置となり、全

国展開支援事業として新たな地域資源の開発に取り組む

など、それぞれの地域の魅力を伝える活動をしてきました。

　また、「平成の陣取り合戦」など両村の交流を深める事

業も実施しました。

　さらに両地域とも「地域おこし協力隊」との関わり合い

により、その創業に携わった事も思い出されます。平成に

おいては若者の定住を推進してきた事もあり、一時期よ

りも若い世代や子供が増えてきています。また最近では、

松姫トンネルの開通により大月方面からも当地域に訪れる

人も増えてきており、地域にとって明るい兆しとなってい

ます。今後も当地の特色を活かし活力ある地域であり続け

る様、期待いたします。

伝統産業の製作体験を核とした観光プログラムを創出する為の調査研究（身延町商工会） 

特産品推奨事業（早川町商工会）
モニタリングツアー・三ッ峠活性化事業（西桂町商工会）
地域資源活用取り組み支援事業（中央市商工会）

商店街お買い物情報板設置事業（上野原市商工会）

風林火山ビジネスネット運用開始（韮崎市商工会）

都留市 SOHO支援センター運営管理（都留市商工会）

経営・技術強化支援事業（河口湖商工会）

リサイクル組合設立（道志村商工会）

小規模企業能力開発事業（六郷町商工会）

情報化モデル事業（高根大泉商工会）

小売商業近代化調査事業（石和町商工会）

町の買物弱者対策事業（南部町商工会）
商店街活力再生支援事業（富士川町商工会）

地域資源を活かした特産品、観光プログラムの開
発事業（丹波山村商工会）

共同受注事業「快適住居（スマイル）工房」（昭和町商工会）

経営実践塾「夢現塾」の実施（南アルプス市商工会）
JAPANブランド育成支援事業（甲州市商工会）

地域振興調査事業で特産品開発（山梨市商工会）
おつけだんごによる地域活性化事業（大月市商工会）

「桑の実摘み体験」を観光ツアーとして開始（甲斐市商工会）

誘客観光キャンペーン実施（南都留中部商工会）
地域小売商業振興推進事業（小菅村商工会）

平成元年に消費税が導入、その後、バブル経済の崩壊や平成の大合併
など社会情勢が変動する中で、各商工会では様々な活動に取り組み、
会員の皆様と共に歩んできました。
そして　次の時代へ・・・・ 

平成の商工会活動の歩み平成の商工会活動の歩み平成の商工会活動の歩み

平成という時代を振り返って平成という時代を振り返って平成という時代を振り返って

( 一部抜粋）

北杜市商工会

輿水順彦　会長

小菅村・丹波山村商工会

亀井雄次　経営指導員

（一社）山梨県中小企業診断士協会

藤田泰一　会長

伝統産業の製作体験を核とした観光プログラムを創出する為の調査研究（身延町商工会） 

モニタリングツアー・三ッ峠活性化事業（西桂町商工会）
地域資源活用取り組み支援事業（中央市商工会）

商店街お買い物情報板設置事業（上野原市商工会）

風林火山ビジネスネット運用開始（韮崎市商工会）

都留市 SOHO支援センター運営管理（都留市商工会）

経営・技術強化支援事業（河口湖商工会）

小規模企業能力開発事業（六郷町商工会）

小売商業近代化調査事業（石和町商工会）

地域資源を活かした特産品、観光プログラムの開
発事業（丹波山村商工会）

共同受注事業「快適住居（スマイル）工房」（昭和町商工会）

経営実践塾「夢現塾」の実施（南アルプス市商工会）
JAPANブランド育成支援事業（甲州市商工会）

地域振興調査事業で特産品開発（山梨市商工会）
おつけだんごによる地域活性化事業（大月市商工会）

「桑の実摘み体験」を観光ツアーとして開始（甲斐市商工会）

誘客観光キャンペーン実施（南都留中部商工会）
地域小売商業振興推進事業（小菅村商工会）

平成元年に消費税が導入、その後、バブル経済の崩壊や平成の大合併平成元年に消費税が導入、その後、バブル経済の崩壊や平成の大合併
など社会情勢が変動する中で、各商工会では様々な活動に取り組み、など社会情勢が変動する中で、各商工会では様々な活動に取り組み、
会員の皆様と共に歩んできました。会員の皆様と共に歩んできました。
そして　次の時代へ・・・・ そして　次の時代へ・・・・ 

平成の商工会活動の歩み平成の商工会活動の歩み平成の商工会活動の歩み ( 一部抜粋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 30年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 29年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 28年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 27年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 26年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 25年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 24 年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 23年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 22年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 21年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 20年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 19年・
　　　　　　　　　　　　　　　　　・H 18年・
　　　　　　　　　　　　　　　　・H 17年・
　　　　　　　　　　　　　　　・H 16年・
　　　　　　　　　　　　　　・H 15年・
　　　　　　　　　　　　　・H 14 年・
　　　　　　　　　　　　・H 13年・
　　　　　　　　　　　・H 12年・
　　　　　　　　　　・H 11年・
　　　　　　　　　・H 10年・　
　　　　　　　　・H  ９ 年・
　　　　　　　・H  ８ 年・
　　　　　　・H  ７ 年・
　　　　　・H  ６ 年・
　　　　・H  ５ 年・
　　　・H  ４ 年・
　　・H  ３ 年・
　・H  ２ 年・
・H 1 年・

（現：北杜市商工会）

（現：市川三郷町商工会）

（現：笛吹市商工会）


